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～見逃さず受けとめ、つなぎ、共に創る社協～

地域福祉活動計画を策定し、「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせ
るまちづくり」を進めるため各地区で座談会を開催し、地区別計画の内
容ができあがりました。
今後は具現化に向けて地域の皆様と検討し、取り組みをしていきたい

と考えております。
座談会では、地域コミュニティ協議会をはじめ、地区社会福祉協議会、

地区自治会協議会、関係団体等の代表者よりお集まりいただき、地域課
題（児童・障がい・高齢・災害・空き家・耕作放棄地・交通など）につ
いて、多くの意見を出していただきました。
令和３年度から6年計画がスタートします。基本目標「ひととひとが

ふれあい安心していつまでも暮らせるまち」を進めていきましょう。

南区社会福祉協議会
社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木817番地1

TEL.025-373-3223
FAX.025-373-6125
E-Mail  kanri@shakyominami.ecnet.jp

事
務
所

ホームページアドレス

http://www.shakyominami.ecnet.jp/
新潟市南区社協 で検索

例年10月に南区健康福祉フェアを開催していましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止と
なりました。それを受け、南区社会福祉協議会ではインターネット環境を活用したセミナーを行います。

Webセミナー
開催のお知らせ 「コロナ禍における新たなつながりや日常生活のあり方を考える」セミナー

【内容】
白根緑ヶ丘病院院長の佐野先生や新潟医療福

祉大学副学長の丸田先生よりコロナ禍の過ごし
方や、地域活動の意味や効果、新しい「つなが
り」についてお伺いし、伊勢みずほさんや南区
在住の学生より自然に笑顔になれるメッセージ
をいただきました。
ぜひご覧ください！

第１部
　コロナ禍における上手なストレス解消と日頃の過ごし方
　～認知症の予防も含めて～
第２部
　コロナを吹き飛ばす　ほっこり、元気になれるメッセージ！
第３部
　Withコロナ時代　自分の生活、地域と向き合いませんか
　コロナ禍のいまだからこそ新しい「つながり」を考えよう

【視聴について】
令和３年３月20日～令和３年４月20日
　※期間中はいつでも視聴可
　　インターネット環境がない
　　場合はご相談ください
　
新潟市南区社会福祉協議会
ホームページ
http://www.shakyominami.ecnet.jp

連絡・お問い合わせ先連絡・お問い合わせ先

根岸地区　R2.10.15開催

白根地区　R2.11.6開催 新飯田地区　R2.10.2開催

鷲巻地区　R2.10.3開催

　　　　　　　　　　　　　2021～2026
南区アクションプラン地区別計画ができました！

　　　　　　　　　　　　　2021～2026
南区アクションプラン地区別計画ができました！

スマートフォンや
パソコン等で
ご覧ください

令和２年度表彰報告　受賞おめでとうございます

●福祉篤行表彰 ●永年勤続表彰

知野　敬慈 様
五十嵐良子 様
西村　一夫 様
小野島　徹 様
沼田　佳美 様
田巻健一郎 様

土屋　光秋 様
巳亦己喜三郎 様
横山　　勝 様
穂苅　　豊 様
山田ひろ子 様

令和２年度　南区社会福祉協議会会長表彰

●社会福祉功労者表彰　第3号表彰社会福祉事業協力者・団体表彰
キッズダンススキップアンドミルキー 様
オカリナカフェテラス 様
十五間なかよし会 様（白根地区）
下鷲の木お茶の間 様（鷲巻地区）
日の出町お茶のみ会 様（白根地区）
福寿会 様（味方地区）

令和２年度　新潟市社会福祉協議会会長表彰

令和２年度赤い羽根共同募金運動のご報告

〇募金箱・その他 80 ,166円

〇学校・保育園・こども園・幼稚園 227 ,770円

〇企業 763 ,264円 165事業所

〇団体等 215 ,428円

20,000円
白根測量設計㈱
ダイニチ工業㈱
10,000円
ＪＡ新潟みらい
㈱アソウ工業
大野精工㈱
亀田製菓㈱白根工場
ゴールドキャスター㈱
㈱佐藤衛生工業
㈲清水工務店
白根金融団
㈲シンセイ
㈱真保板金工業
新和㈱
㈱スズキ紙器
㈱鈴木仏壇店
㈱セキヤ
㈱高廣
㈲月映
新潟電子工業㈱
㈱藤村式黒板製作所
北陸開発㈱
㈱北陸重機建設
㈱ホンマ製作所
㈲曲屋
㈲和田建材
6,764円
東翔運輸㈱

5,000円
医療法人社団　安宅整形外科医院
安達建設興業㈱
㈱五十嵐製作所
㈱ヰセキ関東甲信越
㈱上杉興業
㈱魚栄商店
永川建具サッシ店
㈲笠原鉄工所
割烹 金長
㈲萱場組
京浜貿易㈱
㈲小林自動車
㈱コンフォルト
㈲笹川文具店
笹勇印刷㈱
㈲サトウハイツ
㈲三光社
㈱白熊
白根医師会
医療法人社団　白根大通病院
㈲白根クリーンサービス
白根商工会
㈱白根清掃社
㈲しろね動物病院
㈱スタンレー新潟製作所
すわのき歯科クリニック
㈱関根組
㈱高建組

千代澤自動車修理工場
㈲ツチヤ
㈱外川組
㈲新潟シーアイサービス
新潟白根総合病院
㈲ヌノカワクリーンサービス
野崎印刷紙業㈱新潟工場
㈲白鳥社
㈲長谷川化成工業所
㈲長谷川表具店
伴ブロック工業㈱
㈱福宝
麩佐商店
富士印刷㈱
㈱麩諶
㈱北辰金型工業所
㈱堀井新聞店
㈲松沢自動車工業
マルコ食品㈱
㈲丸善建設
宮川組㈱
㈲森山電気商会
㈱安武商事（かつ一）
㈱山内葬祭
㈱吉沢化成
渡幸建設㈱
3,000円
アサヒ印刷
㈲阿部工業所

㈲阿部車体
㈲飯島商店
エクセルホーム㈲
㈲越後麻袋
越後しらたま本舗㈱
㈲大那工業
㈲小原自動車
㈲加藤新作商店
㈱笠井仏壇工芸
川上工業㈱
㈲神田造園
木川木材㈱
㈲栗田呉服店
小山金属工業㈱
㈱さか井（伊万里）
㈲志のぶ
㈲白根化成
白根タクシー㈱
白根仏壇共同組合（商工会内）
㈲寿しまさ
㈱大栄
農事組合法人　高井興野農場
㈱タカセイ
㈱瀧澤商店
㈲種甚商店
㈲田村商店
㈲中央建機サービス
㈱中伝商店
㈱中文商店(大阪屋)

新潟ウレタン㈱
㈱新潟クボタ
新潟鋼機㈱
ニイガタ産業振興㈱
㈱西村重機
㈲日正工業
㈲生野設備
㈲花岡農園
㈲バンバトランスポート
日之出建材㈱
ファーマライズ㈱
㈲藤崎種苗店
藤原電気㈱
㈲文祐堂
㈲ホームアート新潟
㈲堀周商店
㈱丸富五十嵐製作所
明和工業㈱
㈲山十
ライフハウス㈱
㈱渡一製作所
渡辺建設㈱
㈱渡辺製作所
渡辺石材㈱
和風れすとらん　善友
2,500円
㈲川崎農機商会
2,000円
㈱イシダ

㈲石田商店
㈱出雲屋仏壇店
岩崎金網工業㈱
㈱開新電気
㈱きもの泉三
桜井石油㈱
㈱笹周
㈲城南プラザ
㈲関健
㈲大郷自動車整備工場
㈲高橋鮮魚店
東條建具工業㈱
㈱新潟三商
㈲美窓トーヨー住器
㈲藤原ダイス
丸仙新館
山宮印刷
1,000円
㈱朝倉家具
エヌティボディセンター㈱
㈲大橋製作所
㈲カネコ
㈲こめや
近藤与助工業㈱
㈱里味
白根設備㈱
㈱エム・エス・ティ花助
㈲北陸農機商会

〔敬称略〕

白根保育園
諏訪木保育園
臼井保育園
大鷲保育園
新飯田保育園

古川保育園
根岸保育園
大通保育園
小林保育園
にししろね保育園

あじほ保育園
月潟保育園
白根はじめ保育園
ガデリュスいぶき保育園
白根そよ風保育園

白根おおぞら保育園
あかねこども園
白根カトリック幼稚園
新飯田小学校
茨曽根小学校

庄瀬小学校
小林小学校
白根小学校
臼井小学校
大鷲小学校

根岸小学校
大通小学校
味方小学校
月潟小学校
白南中学校

白根第一中学校
臼井中学校
白根北中学校
味方中学校
白根高等学校

皆様よりお寄せいただきました募金は、地域福祉活動のために有効に活用させていただきます。
あたたかいご支援とご協力を誠にありがとうございました。

〇戸別募金 8 ,155 ,268円

募金総額：9,441,896円
（令和３年１月31日現在）

新飯田小学校 募金贈呈式

赤い羽根共同募金はこのような
事業にも使われています。

支援が必要な方への食糧提供

白根小学校 募金贈呈式

赤い羽根共同募金　　6,411,170円
（令和２年10月1日～12月31日）

歳末たすけあい募金　3,030,726円
（令和２年12月1日～12月31日）

昨年11月21日（土）、ひきこもり講座を実施し、南区内外の当事者家
族や民生委員を含めた関係機関から参加がありました。
長岡崇徳大学　斎藤まさ子先生より「ひき
こもりの課題は、当事者家族だけで悩まず、
関係機関も一緒に考えていくことが大切」と、
ひきこもりの正しい理解と支援のあり方につ
いてアドバイス等を含めた講話をいただきま
した。
また、第２部では講師と家族の交流会を行
い、参加された家族からは、「普段悩み苦しんでいる想いを話すことに
より気持ちが軽くなった」などの感想をいただきました。
これを踏まえ、今後も『家族の居場所』として継続した活動を考え
ています。お気軽にご参加ください。

ひきこもり講座

南 区 心 配 ご と 相 談 所

内　容 心配ごと相談 法律相談（司法書士）

第2・第4水曜日
（祝日の場合は翌木曜日）
午前12時から午後2時まで

南区社会福祉協議会 １階 相談室

第4火曜日
午後1時から午後4時まで

（１週間前までにご予約ください）
日　時

会　場

３月に地域の茶の間・いきいきサロンの助成に関する書類作成
の相談会を予約制で行います。R２年度の申請団体へは案内を送
付いたします。新規で立ち上げを検討している団体は、随時ご相
談をお受けしています。お気軽にご連絡ください！

地域の茶の間
いきいきサロン 実績報告と申請の相談会

善意のご寄付をありがとうございました!
ご寄付の報告
（令和２年４月～令和３年１月）

　●須田　原也 様 100,000円

　●白根ガス㈱ 様 50,000円

　●月潟鎌組合 様 6,180円

　●味方小学校 様 130,000円

白根ガス㈱ 様白根ガス㈱ 様

味方小の５年生が育てたお米やそのお米を使ったお弁当を文化祭で販売し、その売上金
の一部をコロナ禍で生活に困っている方々のために、活用してほしいとご寄付いただき
ました。

●味方小学校　様

地球温暖化対策や減農薬
での栽培に取り組み、田
植えから草取り稲刈りま
で、みんなで頑張りまし
た！

味方小学校５年生味方小学校５年生

1144

ひきこもりの正しい理解と
支援について

〈次回　家族の居場所開催〉
　・日　時　令和３年３月13日（土）13：30～16：00
　・会　場　白根健康福祉センター３階多目的ホール（南区白根1364番地12）
　・申込み　南区社会福祉協議会　　・締切り　令和３年３月10日（水）

2021年３月１日（月）より、ボランティア登録（団体・個人）及び
ボランティア保険の受付を開始します。　

キッズダンススキップアンドミルキー 様
オカリナカフェテラス 様
十五間なかよし会 様（白根地区）
下鷲の木お茶の間 様（鷲巻地区）
日の出町お茶のみ会 様（白根地区）
福寿会 様（味方地区）

第四北越銀行白根支店 第四北越銀行月潟支店 第四北越銀行白根中央支店 巻信用組合月潟支店 味方郵便局
ウオロク白根大通店 イオン白根店 コメリ白根店 老人福祉センター白寿荘 南区社協窓口

南区役所 南区内行政機関 南区各地区民生委員児童委員協議会
ダイニチ工業㈱親和会 南区社会福祉協議会事務局・介護事業所



　南区の移動、外出支援を

考える勉強会　開催します！

南区の高齢者等の地域活動や生活をするときの課題のひとつ

が、移動の問題。今はまだ他人事で済ませられても、あっとい

う間に明日は我が身です。地域でお互いに支え合う移動・外出

支援をするための勉強を始めましょう。

令和３年２月26日（金）
13時30分～15時30分（受付13時～）

南区社会福祉協議会　会議室

南区の移動、外出の課題に対して必要な考え方を学ぶ　ほか

講師：河崎　民子様

　　　（NPO法人　全国移動サービスネットワーク　副理事長）

　　　※リモートによる出演

リモート参加　先着10名

２月24日（水）〆切　FAXもしくは電話で下記へ

南区社会福祉協議会

南区ボランティア・市民活動センター

日 時

会 場

内 容

定 員

申し込み

主 催

TEL.025-373-3223　FAX.025-373-6125

新潟市南消防署が9月17日に
高齢者体験！

南消防職員14名は、まず手足に重り、ひじ

ひざサポーター、ゴーグル、イヤーマフ、軍手

の高齢者疑似体験フル装備で、消防署の階段を

上り下り。目が良く見えないストレスや関節が

曲がりにくい不自由感に、屈強な若き皆さまか

ら「怖い」「危険を感じる」との声が。

次に２人１組で車いすに乗る側、押す側を交互に体験。地面のちょっ

とした凸凹でも衝撃を感じることや、声をかけずに動かされると大変怖

いことを体験しました。実際に避難誘導するときは、「安心して動けるよ

うにしっかり声がけしたい」「不安になったりケガをしないようにむや

みに急がせない」と心がけてくださるそうです。

この取り組みを毎年実施して、南区では高齢者の避難誘導がジェントル

な心づかいで行われるよう慣例にしたいです。

高齢者体験で装具を着けているところ

きっかけづくり講座　開催

本年度のきっかけづくり講座のテーマは、障

がいのある子の親亡きあとのお金について。

そして子どもがどんな支援を必要としている

のか、どのように支援者に伝えるかを書き記

すノート「親心の記録」等を紹介。併せて後

日書き方講座を開催し、支援を受ける側の

“受援力”を高めることを目指しました。

コロナ禍で介護施設等でのボランティア活動が

休止している状況を把握し、活動の再開に向け

た支援や新たな支援策を考えるために施設等へ

のアンケートを実施しました。そこから浮かび

上がった心配ごとや疑問を集約し、新潟白根総

合病院　感染対策室に回答、監修をお願いして、

簡易なQ&A集とコロナ禍の活動ガイドラインを

作成、施設等に配布しました。

「糸の会」助成金Getしました！

南区の福祉施設、地域活動で津軽三味

線を披露してくださっている「糸の

会」さんが、公益財団法人車両競技公

益資金記念財団様より、令和２年度助

成金をいただき、音響システムを一新

しました！　おめでとうございます。

コロナ禍ガイドラインを作成

福祉教育がパワーアップ♪

 
令和2年 11月版 

1．Q&A 

コロナ禍のボランティア活動 心配ごとQ&A  

2．手引き 

活動者と施設職員がお互いに協力して感染を予防 

しながらボランティア活動をするための手引き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ガイドラインは、9月にご協力いただいた「コロナ禍におけるボランティア

活動アンケート」を集計した結果をもとに、ボランティア活動を受け入れる

にあたっての心配ごとや知りたいことを洗い出し、新潟白根総合病院  

感染対策室 感染管理認定看護師よりご協力をいただいて、 

1．Q&A 及び 2．手引き という形にまとめたものです。 

 

日頃の業務を行いながら活用するガイドラインとして、できる限りシンプル

にわかりやすく感染予防の基本を示すよう心がけました。 

 

1. Q&A は、施設長を含め職員の皆さまにお読みいただき、 

2. 手引き は、施設長及びボランティア担当職員の皆さまが、実際活動 

する都度に、確認していただくためのものとして作成しました。 

 

今後、さらに必要な情報がありましたら、追加修正を加えるとともに、 

感染状況や予防薬等の進捗により、新たな知見がある場合は、本内容は 

変更になる可能性があります。 

コロナ禍のボランティア活動のためのガイドライン 

南区社会福祉協議会 

南区ボランティア・市民活動センター 
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防災学習の 

講師を派遣します 

南
区
� 

南社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会 南区社会福祉協議会 

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木 817-1 
TEL：025-373-3223 FAX：025-373-6125 ◆開所時間 8：30～17：15 月－金 

被災者が普段

の生活にもど

るための支援

拠点 

災害ボラセンって何？ 

避難所の名前

を書いて玄関

に貼っておく

と安心 

うちの避難所って？ 

南区の地区社協、コミュニティ協議会、自治会、学校、福祉施設、企業の皆さま。

近ごろ自然災害が頻発しています。地震や台風、集中豪雨の被害も他人事ではあ

りません。被害にあう前に防災学習してみませんか？ 

どの建物に避難したらいい？ ☟これが地盤高断面図 

階段怖わっ

次は軍手

よく、
み、見えない… 　　　　記者も体験！

取材に来た山下達也記者。

フル装備の体験レポート

を夕方のニュースで放送。

９つの地域・団体が、「地域防災　出前講座」を開催しました

コロナ禍でも防災は待ったなし。令和２年度の事業として地域防災の講師派遣を行う企画を

立てたところ、９地域９団体から応募がありました。講師にNPO法人にいがた災害ボランティア

ネットワーク理事長の李　仁鉄さん（内容に応じて社協職員の場合も）をお迎えし、３密に配慮し

て実施しました。

参加者は自治会や自主防災会のメンバーなど、合計でおよそ300名。そもそもなぜ自主防災を

するのか、何をすればいいのか、といった初心者向けのテーマから、日頃の地域活動と防災学

習、自主防災会は組織ではなくチームであるなど、主題は多岐にわたりました。

行えば行うほどその必要性に気付き、さらに疑問が出てくるのが防災学習。次年度も引き続

き、地域防災の講師派遣事業を実施する予定です。ご応募お待ちしております！

　【令和2年度　防災学習開催地域・団体】

 7月 白根　蓑口町内会 23名

 9月 庄瀬地区自主防災会 37名

 10月 根岸地域自主防災会 40名

  茨曽根地区自主防災会 26名

 11月 臼井地区自主防災会 24名

  地域の茶の間・てんぐの会 23名

  白根地区南部防災会 84名

 12月 南区女性防災士会 16名

 3月 大郷地区コミュニティ協議会 30名予定

地域の茶の間・てんぐの会（新飯田）
『おばあちゃんの防災教室！』

高齢者は、地震や洪水のときの避難はどうすればいい

か。李さん曰く、避難準備の指示が出たら、まだ大丈

夫と思わないで取り越し苦労でも避難することが一番

大事、とのこと。逃げる様子を聞いていたら、昔の記

憶がよみがえってきて、38豪雪・関東大震災の話題

で大盛り上がりになりました。

味方体育館で10月26日開催

白根青年会議所、新潟市南区赤十字奉仕

団、南区役所、南区社協から総勢20名

が参加。

災害ボランティアセンターを運営する紙

ベースの配置図に、コロナ禍の想定を加

えて、味方体育館で実地検証しました。

最初は大きく見えた体育館、３密回避で

距離をとると結構手狭でした。

白根高校３年生
音声訳体験

ひばり会さんから吹き

込みに必要なマイク等

の機材を持ち込んでい

ただいて。

まずは本番前の練習タ

イム。ちゃんと声が出

るように発声練習もし

ました。

月潟小学校4年生　音声訳体験

５～６名のグループに分かれ、水野さんへのお手紙

を読んでＣＤに吹き込みます。

マイクの前に座ると緊張するー！

板谷さんから子どもたちへお礼状が届きました。（抜粋）
…まるで私が皆さんの前にいるかのように、お話ししてくださっているように
も感じました。本当に、心に温かな風が吹いたかのようでした。皆さんと交流
した時間、そして「声のお便り」は私の一生の宝物になりそうです。…

新飯田小学校の事前学習と事後学習
福祉教育の授業は、事前・事後の学習によってより大きな学習効果を発
揮します。このたび丹念な事前・事後学習を用意してくださった新飯田
小学校の学習シートを紹介します。

１．事前：シート1　「福祉について知っていること」を記入

２．事前：シート2　「障がい者とは」「困ることは」について、自分の考え、福

祉読本から学んだこと、自分たちにできることを記入

３．事前：シート3　当事者をお迎えするにあたり、質問・調べたいことを記入

（写真右）

４．事後：シート3　実際にお迎えしてわかった答えとさらに調べたいことを記

入（写真右）

５．事前：視覚障がい者との交流のため楽器の練習

　　リコーダー演奏を披露

６．事後：シート4　「自分たちができること」を記入

７．事前：聴覚障がい者との交流のため手話を学習

　　自分の名前と歌「世界中の子どもたちが」を手話で披露

　　毎年、高校と小学校で行っている福祉体験授業。３密になるアイマスク

体験や車いす体験はコロナ禍で実施できず、代わりに「福祉について」「視覚障

がい者との交流授業」「音声訳ボランティア体験」を一連のプログラムとして

提案しました。

昨年までは子どもたちが書いた手紙を、音声訳ひばり会さんにお願いして

CDに吹き込んでもらい、来校してくれたお礼として視覚障がい者のかたへ

お届けしていました。その吹き込みを、子どもたち自身の声でやってみようと

いうプログラムです。

吹き込むとき「水野さん、喜んでくれるかな」と思ったり、「そこに板谷さん

がいて話しかけるように読もう」と考えたり、子どもたちの中に自然とその人

を想う気持ちが生まれていきました。

当事者のかたも、子どもたちの声に表れる人となり、ものすごく元気な子、

ちょっと恥ずかし気な子、しっかり者の子など、を聞き取ることができてとても

嬉しかったと、大変喜んでくださいました。

このプログラムは来年度も引き続き学校に提案していきたいと思います。

担任の先生、地域教育コーディネーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいた

します！

新飯田小学校４年生　視覚障がい者との交流授業
大きい写真：来校してくれた板谷　真知子（いたや まちこ）さんと４年生の

みんなで記念写真をパチリ。音声訳ひばり会の皆さんもご一緒に。

右下の写真：板谷さんにリコーダーの曲「オーラリー」をプレゼント。

　　　　　　みんなで一所懸命練習しました。

新飯田小学校
大滝先生

「初めての福祉教育の

授業で、考え考え事前

事後の学習シートを用

意しました」

ボランティア　
ありがとうございました♥

コロナ禍で生活が困窮している世帯を対

象に、南区社協が11月に行った食糧支

援。個人ボランティアさんと「南区あやめ

の会」の皆さんに箱詰めを助けていただきました！

臼井地区自主防災会
『自主防災会の役割と準備
　～もしもの災害時を何とか乗り切るために～』

自主防災会に入ってはいるものの、何をしたらいいのかよく

わからないまま、毎年、防災訓練をしている。もしかしたら、

そんな方もいらっしゃるかも。そこで、災害が起こったとき

に自主防災会がすること、事前に準備しておくことを学びま

した。

庄瀬小学校4年生　視覚障がい者との交流授業

来校してくれたのは水野　駿(みずの　たかし)さん。

スマホやパソコンを使いこなす水野さんに子どもたちは

ビックリ。

大学院生の時に突然倒れて意識不明になったなど目が不

自由になった経緯や生活の中で不便なこと、つらい時期

から現在に至るまで、家庭と仕事とIT機器などについて

お話しいただきました。
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南区ボランティア・市民活動センター 

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木 817-1 
TEL：025-373-3223 FAX：025-373-6125 ◆開所時間 8：30～17：15 月－金 

◆ボランティア活動についてのご相談、ご意見などありましたら、お気軽にお問い合わせください 

コロナ禍ガイドラインを作成 

コロナ禍で介護施設等でのボランティア活動が休止してい

る状況を把握し、活動の再開に向けた支援や新たな支援

策を考えるために施設等へのアンケートを実施しました。

そこから浮かび上がった心配ごとや疑問を集約し、新潟白

根総合病院 感染対策室に回答、監修をお願いして、簡易

な Q&A 集とコロナ禍の活動ガイドラインを作成、施設等

に配布しました。 
 

福祉教育がパワーアップ♪ 

毎年、高校と小学校で行っている福祉体験授業。三密になるアイマスク体

験や車いす体験はコロナ禍で実施できず、代わりに「福祉について」「視覚障

がい者との交流授業」「音声訳ボランティア体験」を一連のプログラムとして

提案しました。 

昨年までは子どもたちが書いた手紙を、音声訳ひばり会さんにお願いして

CD に吹き込んでもらい、来校してくれたお礼として視覚障がい者のかたへ

お届けしていました。その吹き込みを、子どもたち自身の声でやってみようと

いうプログラムです。 

吹き込むとき「水野さん、喜んでくれるかな」と思ったり、「そこに板谷さん

がいて話しかけるように読もう」と考えたり、子どもたちの中に自然とその人

を想う気持ちが生まれていきました。 

当事者のかたも、子どもたちの声に表れる人となり、ものすごく元気な子、

ちょっと恥ずかし気な子、しっかり者の子など、を聞き取ることができでとて

も嬉しかったと、大変喜んでくださいました。 

このプログラムは来年度も引き続き学校に提案していきたいと思います。

担任の先生、地域教育コーディネーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいた

します！ 

 

味方体育館で 10月26日開催 
白根青年会議所、新潟市南区赤
十字奉仕団、南区役所、南区社
協から総勢 20 名が参加。 
災害ボランティアセンターを運
営する紙ベースの配置図に、コ
ロナ禍の想定を加えて、味方体
育館で実地検証しました。最初
は大きく見えた体育館、三密の
インターバルをとると結構手狭
でした。 

「糸の会」助成金Get しました！  
南区の福祉施設、地域活動で津軽三

味線を披露してくださっている「糸の

会」さんが、公益財団法人車両競技公

益資金記念財団様より、令和2年度助

成金をいただき、音響システムを一新

しました！ おめでとうございます。 
 
同活動に代るよ 

 
      

きっかけづくり講座 開催 

本年度のきっかけづくり講座のテーマは、障が

いのある子の親亡きあとのお金について。 

そして子どもがどんな支援を必要としている

のか、どのように支援者に伝えるかを書き記

すノート「親心の記録」等を紹介。併せて後日

書き方講座を開催し、支援を受ける側の“受援

力”を高めることを目指しました。 

新飯田小学校の事前学習と事後学習 

福祉教育の授業は、事前・事後の学習によってより大きな学

習効果を発揮します。このたび丹念な事前・事後学習を用意
してくださった新飯田小学校の学習シートを紹介します。 

1. 事前；シート 1「福祉について知っていること」を記入 

2. 事前；シート 2「障がい者とは」「困ることは」について、
自分の考え、福祉読本から学んだこと、自分たちにでき

ることを記入 
3. 事前；シート 3 当事者をお迎えするにあたり、質問・調

べたいことを記入（写真右） 
4. 事後；シート 3 実際にお迎えしてわかった答えとさらに

調べたいことを記入（写真右） 
5. 事前；視覚障がい者との交流のため楽器の練習  

リコーダー演奏を披露 
6. 事後；シート 4「自分たちができること」を記入 

7. 事前；聴覚障がい者との交流のため手話を学習  

自分の名前と歌「世界中の子どもたちが」を手話で披露 
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新飯田小学校 大滝先生 
「初めての福祉教育の
授業で、考え考え事前
事後の学習シートを用
意しました」 

白根高校 3年生 
音声訳体験 
ひばり会さんから吹
き込みに必要なマイ
ク等の機材を持ち込
んでいただいて。 
まずは本番前の練習
タイム。ちゃんと声が
出るように発声練習
もしました。 

新飯田小学校 4年生 音声訳体験 
4～5 名のグループに分かれ、水野さんへのお手紙
を読んで CDに吹き込みます。 
マイクの前に座ると緊張するー！ 

新飯田小学校 4年生 視覚障がい者との交流授業 
大きい写真；来校してくれた板谷真知子(いたや まちこ)さんと 4 年生のみんなで
記念写真をパチリ。音声訳ひばり会の皆さんもご一緒に。 
右下の写真；板谷さんにリコーダーの曲「オーラリー」をプレゼント。 
みんなで一所懸命練習しました。 

板谷さんから子どもたちへお礼状が届きました。（抜粋） 
…まるで私が皆さんの前にいるかのように、お話ししてくださっているように
も感じました。本当に、心に温かな風が吹いたかのようでした。皆さんと交流
した時間、そして「声のお便り」は私の一生の宝物になりそうです。… 

庄瀬小学校4年生 視覚障がい者との交流授業 
来校してくれたのは水野 駿(みずの たかし)さん。 
スマホや PCを使いこなす水野さんに子どもたちは 
ビックリ。 
大学院生の時に突然倒れて意識不明になったなど目
が不自由になった経緯や生活の中で不便なこと、つら
い時期から現在に至るまで、家庭と仕事と IT 機器な
どについてお話しいただきました。 

3322



　南区の移動、外出支援を

考える勉強会　開催します！

南区の高齢者等の地域活動や生活をするときの課題のひとつ

が、移動の問題。今はまだ他人事で済ませられても、あっとい

う間に明日は我が身です。地域でお互いに支え合う移動・外出

支援をするための勉強を始めましょう。

令和３年２月26日（金）
13時30分～15時30分（受付13時～）

南区社会福祉協議会　会議室

南区の移動、外出の課題に対して必要な考え方を学ぶ　ほか

講師：河崎　民子様

　　　（NPO法人　全国移動サービスネットワーク　副理事長）

　　　※リモートによる出演

リモート参加　先着10名

２月24日（水）〆切　FAXもしくは電話で下記へ

南区社会福祉協議会

南区ボランティア・市民活動センター

日 時

会 場

内 容

定 員

申し込み

主 催

TEL.025-373-3223　FAX.025-373-6125

新潟市南消防署が9月17日に
高齢者体験！

南消防職員14名は、まず手足に重り、ひじ

ひざサポーター、ゴーグル、イヤーマフ、軍手

の高齢者疑似体験フル装備で、消防署の階段を

上り下り。目が良く見えないストレスや関節が

曲がりにくい不自由感に、屈強な若き皆さまか

ら「怖い」「危険を感じる」との声が。

次に２人１組で車いすに乗る側、押す側を交互に体験。地面のちょっ

とした凸凹でも衝撃を感じることや、声をかけずに動かされると大変怖

いことを体験しました。実際に避難誘導するときは、「安心して動けるよ

うにしっかり声がけしたい」「不安になったりケガをしないようにむや

みに急がせない」と心がけてくださるそうです。

この取り組みを毎年実施して、南区では高齢者の避難誘導がジェントル

な心づかいで行われるよう慣例にしたいです。

高齢者体験で装具を着けているところ

きっかけづくり講座　開催

本年度のきっかけづくり講座のテーマは、障

がいのある子の親亡きあとのお金について。

そして子どもがどんな支援を必要としている

のか、どのように支援者に伝えるかを書き記

すノート「親心の記録」等を紹介。併せて後

日書き方講座を開催し、支援を受ける側の

“受援力”を高めることを目指しました。

コロナ禍で介護施設等でのボランティア活動が

休止している状況を把握し、活動の再開に向け

た支援や新たな支援策を考えるために施設等へ

のアンケートを実施しました。そこから浮かび

上がった心配ごとや疑問を集約し、新潟白根総

合病院　感染対策室に回答、監修をお願いして、

簡易なQ&A集とコロナ禍の活動ガイドラインを

作成、施設等に配布しました。

「糸の会」助成金Getしました！

南区の福祉施設、地域活動で津軽三味

線を披露してくださっている「糸の

会」さんが、公益財団法人車両競技公

益資金記念財団様より、令和２年度助

成金をいただき、音響システムを一新

しました！　おめでとうございます。

コロナ禍ガイドラインを作成

福祉教育がパワーアップ♪

 
令和2年 11月版 

1．Q&A 

コロナ禍のボランティア活動 心配ごとQ&A  

2．手引き 

活動者と施設職員がお互いに協力して感染を予防 

しながらボランティア活動をするための手引き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ガイドラインは、9月にご協力いただいた「コロナ禍におけるボランティア

活動アンケート」を集計した結果をもとに、ボランティア活動を受け入れる

にあたっての心配ごとや知りたいことを洗い出し、新潟白根総合病院  

感染対策室 感染管理認定看護師よりご協力をいただいて、 

1．Q&A 及び 2．手引き という形にまとめたものです。 

 

日頃の業務を行いながら活用するガイドラインとして、できる限りシンプル

にわかりやすく感染予防の基本を示すよう心がけました。 

 

1. Q&A は、施設長を含め職員の皆さまにお読みいただき、 

2. 手引き は、施設長及びボランティア担当職員の皆さまが、実際活動 

する都度に、確認していただくためのものとして作成しました。 

 

今後、さらに必要な情報がありましたら、追加修正を加えるとともに、 

感染状況や予防薬等の進捗により、新たな知見がある場合は、本内容は 

変更になる可能性があります。 

コロナ禍のボランティア活動のためのガイドライン 

南区社会福祉協議会 
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防災学習の 

講師を派遣します 

南
区
� 

南社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会 南区社会福祉協議会 

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木 817-1 
TEL：025-373-3223 FAX：025-373-6125 ◆開所時間 8：30～17：15 月－金 

被災者が普段

の生活にもど

るための支援

拠点 

災害ボラセンって何？ 

避難所の名前

を書いて玄関

に貼っておく

と安心 

うちの避難所って？ 

南区の地区社協、コミュニティ協議会、自治会、学校、福祉施設、企業の皆さま。

近ごろ自然災害が頻発しています。地震や台風、集中豪雨の被害も他人事ではあ

りません。被害にあう前に防災学習してみませんか？ 

どの建物に避難したらいい？ ☟これが地盤高断面図 

階段怖わっ

次は軍手

よく、
み、見えない… 　　　　記者も体験！

取材に来た山下達也記者。

フル装備の体験レポート

を夕方のニュースで放送。

９つの地域・団体が、「地域防災　出前講座」を開催しました

コロナ禍でも防災は待ったなし。令和２年度の事業として地域防災の講師派遣を行う企画を

立てたところ、９地域９団体から応募がありました。講師にNPO法人にいがた災害ボランティア

ネットワーク理事長の李　仁鉄さん（内容に応じて社協職員の場合も）をお迎えし、３密に配慮し

て実施しました。

参加者は自治会や自主防災会のメンバーなど、合計でおよそ300名。そもそもなぜ自主防災を

するのか、何をすればいいのか、といった初心者向けのテーマから、日頃の地域活動と防災学

習、自主防災会は組織ではなくチームであるなど、主題は多岐にわたりました。

行えば行うほどその必要性に気付き、さらに疑問が出てくるのが防災学習。次年度も引き続

き、地域防災の講師派遣事業を実施する予定です。ご応募お待ちしております！

　【令和2年度　防災学習開催地域・団体】

 7月 白根　蓑口町内会 23名

 9月 庄瀬地区自主防災会 37名

 10月 根岸地域自主防災会 40名

  茨曽根地区自主防災会 26名

 11月 臼井地区自主防災会 24名

  地域の茶の間・てんぐの会 23名

  白根地区南部防災会 84名

 12月 南区女性防災士会 16名

 3月 大郷地区コミュニティ協議会 30名予定

地域の茶の間・てんぐの会（新飯田）
『おばあちゃんの防災教室！』

高齢者は、地震や洪水のときの避難はどうすればいい

か。李さん曰く、避難準備の指示が出たら、まだ大丈

夫と思わないで取り越し苦労でも避難することが一番

大事、とのこと。逃げる様子を聞いていたら、昔の記

憶がよみがえってきて、38豪雪・関東大震災の話題

で大盛り上がりになりました。

味方体育館で10月26日開催

白根青年会議所、新潟市南区赤十字奉仕

団、南区役所、南区社協から総勢20名

が参加。

災害ボランティアセンターを運営する紙

ベースの配置図に、コロナ禍の想定を加

えて、味方体育館で実地検証しました。

最初は大きく見えた体育館、３密回避で

距離をとると結構手狭でした。

白根高校３年生
音声訳体験

ひばり会さんから吹き

込みに必要なマイク等

の機材を持ち込んでい

ただいて。

まずは本番前の練習タ

イム。ちゃんと声が出

るように発声練習もし

ました。

月潟小学校4年生　音声訳体験

５～６名のグループに分かれ、水野さんへのお手紙

を読んでＣＤに吹き込みます。

マイクの前に座ると緊張するー！

板谷さんから子どもたちへお礼状が届きました。（抜粋）
…まるで私が皆さんの前にいるかのように、お話ししてくださっているように
も感じました。本当に、心に温かな風が吹いたかのようでした。皆さんと交流
した時間、そして「声のお便り」は私の一生の宝物になりそうです。…

新飯田小学校の事前学習と事後学習
福祉教育の授業は、事前・事後の学習によってより大きな学習効果を発
揮します。このたび丹念な事前・事後学習を用意してくださった新飯田
小学校の学習シートを紹介します。

１．事前：シート1　「福祉について知っていること」を記入

２．事前：シート2　「障がい者とは」「困ることは」について、自分の考え、福

祉読本から学んだこと、自分たちにできることを記入

３．事前：シート3　当事者をお迎えするにあたり、質問・調べたいことを記入

（写真右）

４．事後：シート3　実際にお迎えしてわかった答えとさらに調べたいことを記

入（写真右）

５．事前：視覚障がい者との交流のため楽器の練習

　　リコーダー演奏を披露

６．事後：シート4　「自分たちができること」を記入

７．事前：聴覚障がい者との交流のため手話を学習

　　自分の名前と歌「世界中の子どもたちが」を手話で披露

　　毎年、高校と小学校で行っている福祉体験授業。３密になるアイマスク

体験や車いす体験はコロナ禍で実施できず、代わりに「福祉について」「視覚障

がい者との交流授業」「音声訳ボランティア体験」を一連のプログラムとして

提案しました。

昨年までは子どもたちが書いた手紙を、音声訳ひばり会さんにお願いして

CDに吹き込んでもらい、来校してくれたお礼として視覚障がい者のかたへ

お届けしていました。その吹き込みを、子どもたち自身の声でやってみようと

いうプログラムです。

吹き込むとき「水野さん、喜んでくれるかな」と思ったり、「そこに板谷さん

がいて話しかけるように読もう」と考えたり、子どもたちの中に自然とその人

を想う気持ちが生まれていきました。

当事者のかたも、子どもたちの声に表れる人となり、ものすごく元気な子、

ちょっと恥ずかし気な子、しっかり者の子など、を聞き取ることができてとても

嬉しかったと、大変喜んでくださいました。

このプログラムは来年度も引き続き学校に提案していきたいと思います。

担任の先生、地域教育コーディネーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいた

します！

新飯田小学校４年生　視覚障がい者との交流授業
大きい写真：来校してくれた板谷　真知子（いたや まちこ）さんと４年生の

みんなで記念写真をパチリ。音声訳ひばり会の皆さんもご一緒に。

右下の写真：板谷さんにリコーダーの曲「オーラリー」をプレゼント。

　　　　　　みんなで一所懸命練習しました。

新飯田小学校
大滝先生

「初めての福祉教育の

授業で、考え考え事前

事後の学習シートを用

意しました」

ボランティア　
ありがとうございました♥

コロナ禍で生活が困窮している世帯を対

象に、南区社協が11月に行った食糧支

援。個人ボランティアさんと「南区あやめ

の会」の皆さんに箱詰めを助けていただきました！

臼井地区自主防災会
『自主防災会の役割と準備
　～もしもの災害時を何とか乗り切るために～』

自主防災会に入ってはいるものの、何をしたらいいのかよく

わからないまま、毎年、防災訓練をしている。もしかしたら、

そんな方もいらっしゃるかも。そこで、災害が起こったとき

に自主防災会がすること、事前に準備しておくことを学びま

した。

庄瀬小学校4年生　視覚障がい者との交流授業

来校してくれたのは水野　駿(みずの　たかし)さん。

スマホやパソコンを使いこなす水野さんに子どもたちは

ビックリ。

大学院生の時に突然倒れて意識不明になったなど目が不

自由になった経緯や生活の中で不便なこと、つらい時期

から現在に至るまで、家庭と仕事とIT機器などについて

お話しいただきました。

南区ボランティア・市民活動センターだより №10
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南区ボランティア・市民活動センター 

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木 817-1 
TEL：025-373-3223 FAX：025-373-6125 ◆開所時間 8：30～17：15 月－金 

◆ボランティア活動についてのご相談、ご意見などありましたら、お気軽にお問い合わせください 

コロナ禍ガイドラインを作成 

コロナ禍で介護施設等でのボランティア活動が休止してい

る状況を把握し、活動の再開に向けた支援や新たな支援

策を考えるために施設等へのアンケートを実施しました。

そこから浮かび上がった心配ごとや疑問を集約し、新潟白

根総合病院 感染対策室に回答、監修をお願いして、簡易

な Q&A 集とコロナ禍の活動ガイドラインを作成、施設等

に配布しました。 
 

福祉教育がパワーアップ♪ 

毎年、高校と小学校で行っている福祉体験授業。三密になるアイマスク体

験や車いす体験はコロナ禍で実施できず、代わりに「福祉について」「視覚障

がい者との交流授業」「音声訳ボランティア体験」を一連のプログラムとして

提案しました。 

昨年までは子どもたちが書いた手紙を、音声訳ひばり会さんにお願いして

CD に吹き込んでもらい、来校してくれたお礼として視覚障がい者のかたへ

お届けしていました。その吹き込みを、子どもたち自身の声でやってみようと

いうプログラムです。 

吹き込むとき「水野さん、喜んでくれるかな」と思ったり、「そこに板谷さん

がいて話しかけるように読もう」と考えたり、子どもたちの中に自然とその人

を想う気持ちが生まれていきました。 

当事者のかたも、子どもたちの声に表れる人となり、ものすごく元気な子、

ちょっと恥ずかし気な子、しっかり者の子など、を聞き取ることができでとて

も嬉しかったと、大変喜んでくださいました。 

このプログラムは来年度も引き続き学校に提案していきたいと思います。

担任の先生、地域教育コーディネーターの皆さま、どうぞよろしくお願いいた

します！ 

 

味方体育館で 10月26日開催 
白根青年会議所、新潟市南区赤
十字奉仕団、南区役所、南区社
協から総勢 20 名が参加。 
災害ボランティアセンターを運
営する紙ベースの配置図に、コ
ロナ禍の想定を加えて、味方体
育館で実地検証しました。最初
は大きく見えた体育館、三密の
インターバルをとると結構手狭
でした。 

「糸の会」助成金Get しました！  
南区の福祉施設、地域活動で津軽三

味線を披露してくださっている「糸の

会」さんが、公益財団法人車両競技公

益資金記念財団様より、令和2年度助

成金をいただき、音響システムを一新

しました！ おめでとうございます。 
 
同活動に代るよ 

 
      

きっかけづくり講座 開催 

本年度のきっかけづくり講座のテーマは、障が

いのある子の親亡きあとのお金について。 

そして子どもがどんな支援を必要としている

のか、どのように支援者に伝えるかを書き記

すノート「親心の記録」等を紹介。併せて後日

書き方講座を開催し、支援を受ける側の“受援

力”を高めることを目指しました。 

新飯田小学校の事前学習と事後学習 

福祉教育の授業は、事前・事後の学習によってより大きな学

習効果を発揮します。このたび丹念な事前・事後学習を用意
してくださった新飯田小学校の学習シートを紹介します。 

1. 事前；シート 1「福祉について知っていること」を記入 

2. 事前；シート 2「障がい者とは」「困ることは」について、
自分の考え、福祉読本から学んだこと、自分たちにでき

ることを記入 
3. 事前；シート 3 当事者をお迎えするにあたり、質問・調

べたいことを記入（写真右） 
4. 事後；シート 3 実際にお迎えしてわかった答えとさらに

調べたいことを記入（写真右） 
5. 事前；視覚障がい者との交流のため楽器の練習  

リコーダー演奏を披露 
6. 事後；シート 4「自分たちができること」を記入 

7. 事前；聴覚障がい者との交流のため手話を学習  

自分の名前と歌「世界中の子どもたちが」を手話で披露 
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新飯田小学校 大滝先生 
「初めての福祉教育の
授業で、考え考え事前
事後の学習シートを用
意しました」 

白根高校 3年生 
音声訳体験 
ひばり会さんから吹
き込みに必要なマイ
ク等の機材を持ち込
んでいただいて。 
まずは本番前の練習
タイム。ちゃんと声が
出るように発声練習
もしました。 

新飯田小学校 4年生 音声訳体験 
4～5 名のグループに分かれ、水野さんへのお手紙
を読んで CDに吹き込みます。 
マイクの前に座ると緊張するー！ 

新飯田小学校 4年生 視覚障がい者との交流授業 
大きい写真；来校してくれた板谷真知子(いたや まちこ)さんと 4 年生のみんなで
記念写真をパチリ。音声訳ひばり会の皆さんもご一緒に。 
右下の写真；板谷さんにリコーダーの曲「オーラリー」をプレゼント。 
みんなで一所懸命練習しました。 

板谷さんから子どもたちへお礼状が届きました。（抜粋） 
…まるで私が皆さんの前にいるかのように、お話ししてくださっているように
も感じました。本当に、心に温かな風が吹いたかのようでした。皆さんと交流
した時間、そして「声のお便り」は私の一生の宝物になりそうです。… 

庄瀬小学校4年生 視覚障がい者との交流授業 
来校してくれたのは水野 駿(みずの たかし)さん。 
スマホや PCを使いこなす水野さんに子どもたちは 
ビックリ。 
大学院生の時に突然倒れて意識不明になったなど目
が不自由になった経緯や生活の中で不便なこと、つら
い時期から現在に至るまで、家庭と仕事と IT 機器な
どについてお話しいただきました。 
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南区社協だより　
南区ボランティア・

市民活動センターだより
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～見逃さず受けとめ、つなぎ、共に創る社協～

地域福祉活動計画を策定し、「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせ
るまちづくり」を進めるため各地区で座談会を開催し、地区別計画の内
容ができあがりました。
今後は具現化に向けて地域の皆様と検討し、取り組みをしていきたい

と考えております。
座談会では、地域コミュニティ協議会をはじめ、地区社会福祉協議会、

地区自治会協議会、関係団体等の代表者よりお集まりいただき、地域課
題（児童・障がい・高齢・災害・空き家・耕作放棄地・交通など）につ
いて、多くの意見を出していただきました。
令和３年度から6年計画がスタートします。基本目標「ひととひとが

ふれあい安心していつまでも暮らせるまち」を進めていきましょう。

南区社会福祉協議会
社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

〒950-1214 新潟市南区上下諏訪木817番地1

TEL.025-373-3223
FAX.025-373-6125
E-Mail  kanri@shakyominami.ecnet.jp

事
務
所

ホームページアドレス

http://www.shakyominami.ecnet.jp/
新潟市南区社協 で検索

例年10月に南区健康福祉フェアを開催していましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止と
なりました。それを受け、南区社会福祉協議会ではインターネット環境を活用したセミナーを行います。

Webセミナー
開催のお知らせ 「コロナ禍における新たなつながりや日常生活のあり方を考える」セミナー

【内容】
白根緑ヶ丘病院院長の佐野先生や新潟医療福

祉大学副学長の丸田先生よりコロナ禍の過ごし
方や、地域活動の意味や効果、新しい「つなが
り」についてお伺いし、伊勢みずほさんや南区
在住の学生より自然に笑顔になれるメッセージ
をいただきました。
ぜひご覧ください！

第１部
　コロナ禍における上手なストレス解消と日頃の過ごし方
　～認知症の予防も含めて～
第２部
　コロナを吹き飛ばす　ほっこり、元気になれるメッセージ！
第３部
　Withコロナ時代　自分の生活、地域と向き合いませんか
　コロナ禍のいまだからこそ新しい「つながり」を考えよう

【視聴について】
令和３年３月20日～令和３年４月20日
　※期間中はいつでも視聴可
　　インターネット環境がない
　　場合はご相談ください
　
新潟市南区社会福祉協議会
ホームページ
http://www.shakyominami.ecnet.jp

連絡・お問い合わせ先連絡・お問い合わせ先

根岸地区　R2.10.15開催

白根地区　R2.11.6開催 新飯田地区　R2.10.2開催

鷲巻地区　R2.10.3開催

　　　　　　　　　　　　　2021～2026
南区アクションプラン地区別計画ができました！

　　　　　　　　　　　　　2021～2026
南区アクションプラン地区別計画ができました！

スマートフォンや
パソコン等で
ご覧ください

令和２年度表彰報告　受賞おめでとうございます

●福祉篤行表彰 ●永年勤続表彰

知野　敬慈 様
五十嵐良子 様
西村　一夫 様
小野島　徹 様
沼田　佳美 様
田巻健一郎 様

土屋　光秋 様
巳亦己喜三郎 様
横山　　勝 様
穂苅　　豊 様
山田ひろ子 様

令和２年度　南区社会福祉協議会会長表彰

●社会福祉功労者表彰　第3号表彰社会福祉事業協力者・団体表彰
キッズダンススキップアンドミルキー 様
オカリナカフェテラス 様
十五間なかよし会 様（白根地区）
下鷲の木お茶の間 様（鷲巻地区）
日の出町お茶のみ会 様（白根地区）
福寿会 様（味方地区）

令和２年度　新潟市社会福祉協議会会長表彰

令和２年度赤い羽根共同募金運動のご報告

〇募金箱・その他 80 ,166円

〇学校・保育園・こども園・幼稚園 227 ,770円

〇企業 763 ,264円 165事業所

〇団体等 215 ,428円

20,000円
白根測量設計㈱
ダイニチ工業㈱
10,000円
ＪＡ新潟みらい
㈱アソウ工業
大野精工㈱
亀田製菓㈱白根工場
ゴールドキャスター㈱
㈱佐藤衛生工業
㈲清水工務店
白根金融団
㈲シンセイ
㈱真保板金工業
新和㈱
㈱スズキ紙器
㈱鈴木仏壇店
㈱セキヤ
㈱高廣
㈲月映
新潟電子工業㈱
㈱藤村式黒板製作所
北陸開発㈱
㈱北陸重機建設
㈱ホンマ製作所
㈲曲屋
㈲和田建材
6,764円
東翔運輸㈱

5,000円
医療法人社団　安宅整形外科医院
安達建設興業㈱
㈱五十嵐製作所
㈱ヰセキ関東甲信越
㈱上杉興業
㈱魚栄商店
永川建具サッシ店
㈲笠原鉄工所
割烹 金長
㈲萱場組
京浜貿易㈱
㈲小林自動車
㈱コンフォルト
㈲笹川文具店
笹勇印刷㈱
㈲サトウハイツ
㈲三光社
㈱白熊
白根医師会
医療法人社団　白根大通病院
㈲白根クリーンサービス
白根商工会
㈱白根清掃社
㈲しろね動物病院
㈱スタンレー新潟製作所
すわのき歯科クリニック
㈱関根組
㈱高建組

千代澤自動車修理工場
㈲ツチヤ
㈱外川組
㈲新潟シーアイサービス
新潟白根総合病院
㈲ヌノカワクリーンサービス
野崎印刷紙業㈱新潟工場
㈲白鳥社
㈲長谷川化成工業所
㈲長谷川表具店
伴ブロック工業㈱
㈱福宝
麩佐商店
富士印刷㈱
㈱麩諶
㈱北辰金型工業所
㈱堀井新聞店
㈲松沢自動車工業
マルコ食品㈱
㈲丸善建設
宮川組㈱
㈲森山電気商会
㈱安武商事（かつ一）
㈱山内葬祭
㈱吉沢化成
渡幸建設㈱
3,000円
アサヒ印刷
㈲阿部工業所

㈲阿部車体
㈲飯島商店
エクセルホーム㈲
㈲越後麻袋
越後しらたま本舗㈱
㈲大那工業
㈲小原自動車
㈲加藤新作商店
㈱笠井仏壇工芸
川上工業㈱
㈲神田造園
木川木材㈱
㈲栗田呉服店
小山金属工業㈱
㈱さか井（伊万里）
㈲志のぶ
㈲白根化成
白根タクシー㈱
白根仏壇共同組合（商工会内）
㈲寿しまさ
㈱大栄
農事組合法人　高井興野農場
㈱タカセイ
㈱瀧澤商店
㈲種甚商店
㈲田村商店
㈲中央建機サービス
㈱中伝商店
㈱中文商店(大阪屋)

新潟ウレタン㈱
㈱新潟クボタ
新潟鋼機㈱
ニイガタ産業振興㈱
㈱西村重機
㈲日正工業
㈲生野設備
㈲花岡農園
㈲バンバトランスポート
日之出建材㈱
ファーマライズ㈱
㈲藤崎種苗店
藤原電気㈱
㈲文祐堂
㈲ホームアート新潟
㈲堀周商店
㈱丸富五十嵐製作所
明和工業㈱
㈲山十
ライフハウス㈱
㈱渡一製作所
渡辺建設㈱
㈱渡辺製作所
渡辺石材㈱
和風れすとらん　善友
2,500円
㈲川崎農機商会
2,000円
㈱イシダ

㈲石田商店
㈱出雲屋仏壇店
岩崎金網工業㈱
㈱開新電気
㈱きもの泉三
桜井石油㈱
㈱笹周
㈲城南プラザ
㈲関健
㈲大郷自動車整備工場
㈲高橋鮮魚店
東條建具工業㈱
㈱新潟三商
㈲美窓トーヨー住器
㈲藤原ダイス
丸仙新館
山宮印刷
1,000円
㈱朝倉家具
エヌティボディセンター㈱
㈲大橋製作所
㈲カネコ
㈲こめや
近藤与助工業㈱
㈱里味
白根設備㈱
㈱エム・エス・ティ花助
㈲北陸農機商会

〔敬称略〕

白根保育園
諏訪木保育園
臼井保育園
大鷲保育園
新飯田保育園

古川保育園
根岸保育園
大通保育園
小林保育園
にししろね保育園

あじほ保育園
月潟保育園
白根はじめ保育園
ガデリュスいぶき保育園
白根そよ風保育園

白根おおぞら保育園
あかねこども園
白根カトリック幼稚園
新飯田小学校
茨曽根小学校

庄瀬小学校
小林小学校
白根小学校
臼井小学校
大鷲小学校

根岸小学校
大通小学校
味方小学校
月潟小学校
白南中学校

白根第一中学校
臼井中学校
白根北中学校
味方中学校
白根高等学校

皆様よりお寄せいただきました募金は、地域福祉活動のために有効に活用させていただきます。
あたたかいご支援とご協力を誠にありがとうございました。

〇戸別募金 8 ,155 ,268円

募金総額：9,441,896円
（令和３年１月31日現在）

新飯田小学校 募金贈呈式

赤い羽根共同募金はこのような
事業にも使われています。

支援が必要な方への食糧提供

白根小学校 募金贈呈式

赤い羽根共同募金　　6,411,170円
（令和２年10月1日～12月31日）

歳末たすけあい募金　3,030,726円
（令和２年12月1日～12月31日）

昨年11月21日（土）、ひきこもり講座を実施し、南区内外の当事者家
族や民生委員を含めた関係機関から参加がありました。
長岡崇徳大学　斎藤まさ子先生より「ひき
こもりの課題は、当事者家族だけで悩まず、
関係機関も一緒に考えていくことが大切」と、
ひきこもりの正しい理解と支援のあり方につ
いてアドバイス等を含めた講話をいただきま
した。
また、第２部では講師と家族の交流会を行
い、参加された家族からは、「普段悩み苦しんでいる想いを話すことに
より気持ちが軽くなった」などの感想をいただきました。
これを踏まえ、今後も『家族の居場所』として継続した活動を考え
ています。お気軽にご参加ください。

ひきこもり講座

南 区 心 配 ご と 相 談 所

内　容 心配ごと相談 法律相談（司法書士）

第2・第4水曜日
（祝日の場合は翌木曜日）
午前12時から午後2時まで

南区社会福祉協議会 １階 相談室

第4火曜日
午後1時から午後4時まで

（１週間前までにご予約ください）
日　時

会　場

３月に地域の茶の間・いきいきサロンの助成に関する書類作成
の相談会を予約制で行います。R２年度の申請団体へは案内を送
付いたします。新規で立ち上げを検討している団体は、随時ご相
談をお受けしています。お気軽にご連絡ください！

地域の茶の間
いきいきサロン 実績報告と申請の相談会

善意のご寄付をありがとうございました!
ご寄付の報告
（令和２年４月～令和３年１月）

　●須田　原也 様 100,000円

　●白根ガス㈱ 様 50,000円

　●月潟鎌組合 様 6,180円

　●味方小学校 様 130,000円

白根ガス㈱ 様白根ガス㈱ 様

味方小の５年生が育てたお米やそのお米を使ったお弁当を文化祭で販売し、その売上金
の一部をコロナ禍で生活に困っている方々のために、活用してほしいとご寄付いただき
ました。

●味方小学校　様

地球温暖化対策や減農薬
での栽培に取り組み、田
植えから草取り稲刈りま
で、みんなで頑張りまし
た！

味方小学校５年生味方小学校５年生

1144

ひきこもりの正しい理解と
支援について

〈次回　家族の居場所開催〉
　・日　時　令和３年３月13日（土）13：30～16：00
　・会　場　白根健康福祉センター３階多目的ホール（南区白根1364番地12）
　・申込み　南区社会福祉協議会　　・締切り　令和３年３月10日（水）

2021年３月１日（月）より、ボランティア登録（団体・個人）及び
ボランティア保険の受付を開始します。　

キッズダンススキップアンドミルキー 様
オカリナカフェテラス 様
十五間なかよし会 様（白根地区）
下鷲の木お茶の間 様（鷲巻地区）
日の出町お茶のみ会 様（白根地区）
福寿会 様（味方地区）

第四北越銀行白根支店 第四北越銀行月潟支店 第四北越銀行白根中央支店 巻信用組合月潟支店 味方郵便局
ウオロク白根大通店 イオン白根店 コメリ白根店 老人福祉センター白寿荘 南区社協窓口

南区役所 南区内行政機関 南区各地区民生委員児童委員協議会
ダイニチ工業㈱親和会 南区社会福祉協議会事務局・介護事業所


